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Ｉ．はじめに 

 自分は大学医学部所属の医師・研究者である。学生時代から社会問題に関心が強く、大学卒業

後、初期臨床研修医にならずに国家公務員として勤務した経験をもつ。現在の専門は社会医学で

あり、ソーシャルサイエンスの観点からも研究・発信を行っている。これまでの主要なものとし

て、日本の生成 AI 開発に関するもの 1)、日本の医学分野の研究力低下に関するものなどがある

2)。また、これまでの研究成果や提言をまとめた書籍も出している 3)。 

 自分は平成元年生まれなので、ガンダムファン歴は、リアルタイム世代からすると浅いことは

否めない。しかし、父親の影響で、幼少期から放映順に過去作品を履修し、高校時代はガンダム

研究同好会の会長もやっていた。また、このガンダムオープンイノベーション（GOI）の活動と

は関係のないライフワーク的な研究として、ガンダムのメディアミックスの歴史について論文

も書いている 4)。 

 GOI で採択されたプラン名は、「ガンダム IP を活用した ELSI 議論の活性化プロジェクト

（Activation project of ELSI discussion Using GUNDAM IP: A.E.U.G.）」であり、チーム名は「U-ELSI」

である。ガンダム IP のもつ発信力を活用し、科学技術と社会の関係、先端技術の ELSI（倫理

的・法的・社会的課題：Ethical, Legal and Social Issues）をめぐる議論への社会的関心や市民参加

を促すことを企図した 5）。本発表では、ELSI や科学コミュニケーションについて紹介した後に、

チームの活動・成果を報告する。 

 

Ⅱ. ELSI について 

 ELSI とは、日本語では「倫理的・法的・社会的課題」と訳される。例えば、倫理で言えば、

「生命倫理」や「非人道的」などのキーワードがイメージしやすいかもしれない。法律でいえば、

「違法・適法」や「法の未整備」、「グレーゾーン」などの問題が該当する。社会的課題でいえば、

専門的なことはさておき、一般の人たちがどのように感じるのか、社会がどう反応するのか、と

いったようなことが含まれる。戦後の科学の歴史の中で、リスクのある新しい科学技術において、

このような科学の負の側面、ネガティブな面みたいなものを重視する流れができてきた。象徴的
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なのは、ヒトゲノム計画の責任者であったジェームズ・ワトソンが、研究予算の一部を同計画が

もたらしうる ELSI の研究にも割り当てることを提案したことである 6)。単純に考えると、その

研究がもたらしうる ELSI について分析するということは、研究自体やその後の社会実装にブレ

ーキをかける可能性もあるものであり、研究開発を進めたい側にとって耳障りのいい話ばかり

ではない。しかし、現在は、そうしたものから目を背けず、あらかじめ把握し、早めに対策をと

っていこう、という考え方になっている。 

 具体例として、自分は精神科医でもあるので、脳科学や精神医学に関する例を紹介する。例え

ば、人の好みや認識を変える脳科学研究や 7-9)、記憶を消す研究は既に研究レベルで行われてい

る 10,11)。SF や創作物の中で、人の記憶や好みを都合よく操作したりして洗脳したりする描写が

出てくることがあるが、そういうことがいずれ本当にできるようになるかもしれない。すなわち、

こうした技術は望ましくない使われ方をするリスクを考慮しないといけない。我々精神科医が

こういう研究をどう使おうと考えるかというと、例えば、薬物治療が奏功しない PTSD（心的外

傷後ストレス障害）患者において、フラッシュバックを引き起こすトラウマの記憶を消すことな

どである。そのように、代替の方法がなく、患者も望んでいて、というケースであれば許容され

うる余地があるかもしれない。しかし、たとえばストーカーを繰り返す個人に対して、好みを変

えてストーカーをやめさせる、というケースの場合、社会的ニーズはあるかもしれないが、おそ

らく本人は希望していないはずなので、どこまで強制できるのかということになる。そして、戦

争のために兵士の記憶や好みを操作する、強化人間のような、用い方は全く倫理的に許容されな

いはずである。このように、一つの技術をとってみても、どういうユースケースだったら許容さ

れるのか、ということは議論があると思われる。 

 また、一般の関心も高い事例として AI の ELSI がある。政府などが作った AI に関するガイド

ラインはあるものの、世界中で同じようなものが多数あり、果たして有効に活用されているのか、

どの程度遵守されているのかということが疑問視されている。そうした中で、世界の 36 の AI 

ガイドラインに共通する 8 項目（個人のプライバシー、説明責任、安全性とセキュリティ、 透

明性と説明可能性、 公平性と無差別、人間による制御、 専門家の責任、人間の価値の促進） に

ついて、人々がそれぞれの項目にどの程度の問題を感じるかを測定する尺度を東京大学の横山

広美らが開発した 12)。自分の研究でもこの尺度を使い、人の精神状態を把握する AI について、

用いられるシチュエーション別にシナリオを作り、4 か国の一般市民がどう感じるかという意識

調査を行った 13)。 

 このように、ELSI というのは幅広い問題を包含する言葉であり、直感的に理解しづらいとこ

ろもある。では、どのように ELSI を特定していけばいいかというと定まった理論は確立されて

いないが、先端技術の倫理については、「Social Acceptance」の観点、「Ethical Acceptability」の観

点の両方から検討するのが望ましいという見方がある 14)。後者は専門家の視点が主になるが、

前者は一般市民の視点である。すなわち、専門家だけで議論するのではなく、社会、一般市民が

どう考えるか、ということを重視すべきという考え方である。この考え方に基づき、一般市民へ

のアンケート調査や、倫理学者などの専門職へのインタビューやデルファイ法などを用いて、
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ELSI を検討していくことが行なわれている。 

 科学の分野では、「科学コミュニケーション」という言葉がある。「科学技術コミュニケーショ

ン」、「サイエンスコミュニケーション」と呼ばれることもある。これは文部科学省のウェブサイ

トに書かれた定義だと「科学のおもしろさや科学技術をめぐる課題を人々へ伝え、ともに考え、

意識を高めることを目指した活動です。研究成果を人々に紹介するだけでなく、その課題や研究

が社会に及ぼす影響をいっしょに考えて理解を深めることが大切です」とされている 15)。ここ

では研究者から一般に向けた一方向だけではなく、双方向のコミュニケーションが重要である

とされている。よって、ELSI について、人々に知ってもらい、一緒に考えてもらうためには、

研究者による科学コミュニケーション活動も重要であると考えている。 

 

Ⅲ. U-ELSI の活動・成果 

 ELSI という言葉は一般にも馴染みがなく、またそうした議論に一般市民が参加できる場面と

いうのはほとんどないという課題があった。そこで、専門家以外の多くの人が ELSI という言葉

や考え方を学び、研究者と接点をもち、議論できる環境を作ろう、というのが U-ELSI の活動目

標であった。これは、ガンダムシリーズが IP として発信力があるというだけでなく、人類がス

ペースコロニーを建造し宇宙に居住している未来や、国家同士の戦争における兵器としてロボ

ット（モビルスーツ）が描かれるなど、科学や現実に依拠する姿勢を見せており「リアル」なイ

メージを持っていることから、先端技術の ELSI について考える際のきっかけづくりとして有用

であると考えたためである。実際に、GOI に参加する企業関係者・大学教員など 37 名に対し

行ったアンケート調査では、「ガンダムシリーズのどのような強みが GOI で活かされるか（複

数回答可）」という多肢選択形式の設問で、「熱心なファンが多い」：25(67.6%)、「作品世界に登場

する科学技術の設定がリアルである」：23(62.2%)、「作品世界が、未来の人間社会の姿をリアル

に描いている」：22(59.5%)の順に回答が多かった 5)。 

 具体的な活動としては、「GOI を通した科学と社会の橋渡し」ということで、さまざまな講演

や発表、事例研究の実施などを通して社会に対して発信を行なってきた。事例研究では、同じ

GOI に採択されたパートナーの大分県から紹介いただいた、「大分空港の宇宙港への転用」とい

うケースについて、どのような ELSI が考えられるのかということを文献レビューとともに検討

し、査読付き論文として発表した 16)。また、この GOI というプロジェクトそのものが、科学コ

ミュニケーションの新しい取り組みであると考えられたことから、GOI 参加者へのアンケート

やインタビューを通した調査なども行っており、今後論文化を目指している。 

 そして、GOI で活動する中で、ここでの活動を社会に発信する場・公的なツールが不足してい

るという課題が生じた。GOI での活動プロジェクトは学術的要素を有しているものの、テーマ的

に既存の学術雑誌とは馴染まず、研究者のキャリアにプラスになるような形で残す方法が限ら

れていた。また、SNS や個人 HP などの発信も可能ではあるが、web上に継続して残せる保証が

ないことから、適切なアーカイブのためのツールが必要であると考えられた。加えて、GOI 参加

者以外で、外から参加してもらう仕組みやきっかけに乏しかった。そこで、これらの条件をクリ
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アする新しい学術雑誌を創刊するという発想に至った。この雑誌『地球・宇宙・未来』（英名、

「Globe, Universe, Next future, Discussions And Mentions」）は、 無料公開で誰でも読むことができ

る、オープンアクセスの電子雑誌である。加えて、J-STAGE 登載により過去記事のアーカイブ

化、各種学術データーベース上での検索が可能となっている。さらに、表紙のロゴなどガンダム 

IP の活用により、アウトリーチの拡大や、話題性の向上などの点で、既存の雑誌にはない魅力

を有する投稿先となることを目指している。2024 年 7月に創刊し、年 2回ペースで刊行してお

り、これまで多くの方々に特別寄稿もいただいた。こうした本誌の取り組みについて様々な形で

ポジティブな評価をいただく中で、英文学術雑誌に、創刊の経緯や雑誌の特徴について査読付き

エッセイを発表させていただく機会もいただいた 17)。  

 

Ⅳ. おわりに 

 ここまで紹介してきたように、GOI での活動を通して、科学コミュニケーション活動の実践、

ELSI 議論の活性化ということを目指して活動を行ってきた。そして、その一環として、学術雑

誌も創刊することができた。なお、GOI というプロジェクトは一旦区切りとなるが、今後も雑誌

は継続して刊行を続けていく方針となっている。今後も、GOI を通じて得られた経験・研究コミ

ュニティを活かしながら、科学コミュニケーションの実践・場づくりを行っていきたい。 
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